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(57)【要約】
　動的データを有する通知がトリガされたときに動的デ
ータを受信、読み出しする方法およびシステム。動的デ
ータは、消費者と関連付けられたポータブル消費者デバ
イスと関連付けられた口座と関連付けられる。この方法
およびシステムは、動的データを有する通知を通知デバ
イスに自動的に送信し、動的データを有する通知を消費
者に提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的データを有する通知がトリガされたとき、消費者と関連付けられたポータブル消費
者デバイスと関連付けられた口座と関連付けられた動的データを読み出すステップと、
　前記動的データを有する前記通知を通知デバイスに自動的に送信するステップであって
、前記動的データを有する前記通知は前記消費者に提供されるステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記動的データが、リアルタイム残高更新である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記動的データが、リアルタイム・リワードポイント情報更新である請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　登録情報を読み出すステップと、
　前記登録情報に基づいて、消費者が前記通知を受信するように登録されていることを確
認するステップと
をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記通知は、前記消費者と関連付けられたポータブル消費者デバイスを使用して行われ
る取引によってトリガされ、また
　前記動的データは、行われた前記取引の量に基づいている
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記通知は、前記消費者によって事前定義された期間に基づいてトリガされ、また
　前記通知デバイスに前記通知を自動的に送信するステップは、前記事前定義された期間
に基づいて前記通知デバイスに前記通知を定期的に送信するステップを含む
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記通知は、前記通知デバイスから送信される要求であって、動的データを有する前記
通知を求める要求によってトリガされる請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記通知は、ポータブル消費者デバイス上の非接触送信機から前記通知デバイス上の非
接触受信機に送信される信号によってトリガされる請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　動的データを有する前記通知が、表示装置で消費者に提供される請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記通知デバイスが電話であり、
　前記通知デバイスに送信される前記通知が、電話呼出、音声メール、ＳＭＳ、ＩＭ、ま
たは電子メールの少なくとも１つを含む
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　通知デバイスを使用して動的データを有する通知をトリガするステップであって、前記
動的データは、消費者と関連付けられたポータブル消費者デバイスと関連付けられた口座
と関連付けられているステップと、
　前記通知デバイスで前記通知を受信するステップと
を含む方法。
【請求項１２】
　動的データを発生および格納するための支払い処理ネットワークと、
　前記支払い処理ネットワークに連結された通知サーバであって、該通知サーバは、
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　　動的データを有する通知がトリガされたとき、消費者と関連付けられたポータブル消
費者デバイスと関連付けられた口座と関連付けられた動的データを前記支払い処理ネット
ワークから読み出し、
　　前記動的データを有する前記通知を前記通知デバイスに自動的に送信し、動的データ
を有する前記通知を消費者に提供する
ように構成されている通知サーバと、
を有するシステム。
【請求項１３】
　前記通知サーバは、
　登録情報を読み出するように、および
　前記登録情報に基づいて、前記通知を受信するように消費者が登録されていることを確
認するように
さらに構成されている請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記通知は、前記消費者と関連付けられたポータブル消費者デバイスを使用して行われ
る取引によってトリガされ、また
　前記動的データは、行われた前記取引の量に基づいている
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記通知は、前記消費者によって事前定義された期間に基づいてトリガされ、また
　前記通知デバイスに前記通知を自動的に送信するステップは、前記事前定義された期間
に基づいて前記通知デバイスに前記通知を定期的に送信するステップを含む
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記通知は、前記通知デバイスから送信される、動的データを有する前記通知の要求に
よってトリガされる請求項１２に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記通知は、ポータブル消費者デバイス上の非接触送信機から前記通知デバイス上の非
接触受信機に送信される信号によってトリガされる請求項１２に記載のシステム。
【請求項１８】
　処理装置と、
　前記処理装置に連結された受信機と、
　前記処理装置に連結された出力デバイスと、
　前記処理装置に連結されたコンピュータ可読媒体であって、該コンピュータ可読媒体は
、ポータブル消費者デバイスが消費者によって使用された後、動的データを含む通知を前
記出力デバイスに表示するためのコードを含んでいるコンピュータ可読媒体と
を有する電話。
【請求項１９】
　前記動的データは、前記ポータブル消費者デバイスと関連付けられた残高である請求項
１８に記載の電話。
【請求項２０】
　前記ポータブル消費者デバイスがプリペイド・カードである請求項１８に記載の電話。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２００６年１２月２６日付けで出願した米国仮特許出願第６０／８７１８９
８号の非仮特許出願であり、当該出願の出願日の利益を主張するものである。当該出願の
全体を、あらゆる目的で本明細書に参照として組み込む。
【背景技術】
【０００２】
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　幾つかの従来システムが、現在取引に関する知らせを消費者に送信する。例えば高額の
買い物をするためにコンシューマー（消費者）のクレジット・カードが使用されたとき、
イシュアー（発行者）が消費者に通知することがある。これらの従来システムは、消費者
に通知するために口座情報（アカウント・インフォーメーション）中のコンタクト情報に
依拠することが多い。例えば消費者の自宅住所のみがファイルにある場合、取引が完了し
たかなり後まで知らせが消費者に届かないことがある。
【０００３】
　プリペイド・カードを有する消費者は、取引前、または取引の完了直後に、自分のプリ
ペイド・カードに残っている残高を知りたいと思うことがある。例えば消費者は支払いを
済ませる前に、さらには店に行く前に、プリペイド・カードで商品を購入することができ
るかどうか知りたいと思うことがある。典型的には、消費者は、銀行などの自分のプリペ
イド・カードのイシュアーに連絡を取り、プリペイド・カードでの自分の現在残高を確か
める。しかし幾つかの場合には、小売店で購入したカードなどのプリペイド・カード、例
えばギフト・カードは、イシュアーと口座で関連付けられていないことがある。消費者は
、自分の現在残高を簡単に知ることができないことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示の実施例は、これらおよび他の問題に、個別に、および一括して対処する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施例は、自動通知と、自動通知を提供および要求する方法と、自動通知を提
供するシステムとに関する。
【０００６】
　本発明の実施例は、動的データを有する通知を消費者に提供する方法およびシステムを
提供することによって、上述の問題に対処する。動的データは、通知がトリガ（誘発）さ
れる時間中になされたポータブル消費者デバイスでの全ての取引を反映した情報を意味す
る。動的データの一例は、リアルタイムで更新される口座残高である。動的データの例は
、ポータブル消費者デバイスの口座と関連付けられたリアルタイムで更新される口座残高
、およびリアルタイムで更新されるリワード（ポイント）情報を含む。トリガされると、
動的データを有する通知が通知デバイス、例えば携帯電話に送信される。通知は定期的に
、または消費者が自分のポータブル消費者デバイスを使用して取引を行うときにトリガさ
れることができる。また、消費者が動的データを要求したときに通知がトリガされること
もできる。例えば消費者は、ポータブル消費者デバイスの送信機が通知デバイスの受信機
に要求を送信するように自分の通知デバイスの隣に自分のポータブル消費者デバイスを置
くことによって動的データを要求することができる。また消費者は、自分の通知デバイス
のプログラムされたキーを選択することによって、動的データを要求することができる。
その後動的データは、通知を受信するために消費者が登録されている場合には通知デバイ
スに引き渡され、消費者に提供される。
【０００７】
　本発明の一実施例は、動的データを有する通知がトリガされたときに読み出す（ｒｅｔ
ｒｉｅｖｅ）方法に向けられている。動的データは、消費者と関連付けられたポータブル
消費者デバイスと関連付けられた口座と関連付けられる。この方法はまた、通知を通知デ
バイスに自動的に送信し、それにより動的データを有する通知が消費者に提供される。
【０００８】
　本発明の別の実施例は、動的データを有する通知が、通知デバイスを使用してトリガさ
れる方法に向けられている。動的データは、消費者と関連付けられたポータブル消費者デ
バイスの口座と関連付けられる。この方法はまた、通知デバイスで通知を受信する。
【０００９】
　本発明の別の実施例は、動的データを発生および格納するための支払い処理ネットワー
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クと、支払い処理ネットワークに結合された通知サーバとを含むシステムに向けられてい
る。通知サーバは、動的データを有する通知がトリガされたとき、動的データを支払い処
理ネットワークから取り出すように構成される。動的データは、消費者と関連付けられた
ポータブル消費者デバイスと関連付けられた口座と関連付けられる。通知サーバはまた、
動的データを有する通知を通知デバイスに自動的に送信するように構成され、それにより
動的データを有する通知が消費者に提供される。
【００１０】
　本発明の別の実施例は、処理装置と、処理装置に結合された受信機と、処理装置に結合
された出力デバイスと、処理装置に結合されたコンピュータ可読媒体とを有する電話に向
けられている。コンピュータ可読媒体は、ポータブル消費者デバイスが消費者によって使
用された後に動的データを含む通知を出力デバイスに表示するためのコードを含む。
【００１１】
　本発明のこれらおよび他の実施例が、以下にさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施例による動的データ通知システムを例示するブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による動的データ通知を提供する方法を例示する流れ図である
。
【図３】本発明の一実施例によるリアルタイム残高更新を表示する携帯電話の概略図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施例は、動的データを有する通知を提供する方法と、動的データを有する通
知を要求する方法と、動的データ通知システムとを対象としている。より具体的には、消
費者が通知を要求したとき、または消費者がポータブル消費者デバイスを使用したときに
、動的データを有する通知がトリガされる。また消費者は、自動で定期的に通知デバイス
に送信される通知を得ることもできる。通知を受信するように消費者が登録されている場
合には、通知がトリガされると動的データが引き出され、通知デバイスに引き渡される。
【００１４】
　本発明の幾つかの実施例は、イシュアーと消費者とに１つまたは複数の技術的利点を提
供することができる。消費者に対する１つの技術的利点は、イシュアーに連絡を取らずに
自分のカードで利用可能な自分の現在残高またはリワードポイントを知り得ることであり
、これは時間および消費者の金を節約し得る。消費者に対する別の技術的利点は、消費者
が、購入を行うまたは取引を完了するのに十分な資金またはクレジットを有しているかど
うか確かめることができるように自分のカードに残っている現在残高を要求し得ることで
ある。イシュアーに対する１つの技術的利点は、消費者に自動通知が送信され、イシュア
ーが他の手段によって通知を提供する必要がないことである。
【００１５】
　本発明の幾つかの実施例は、上述の技術的利点を１つも含まないことがあり、あるいは
幾つかまたは全てを含むこともある。１つまたは複数の他の技術的利点が、本願に含まれ
る図面、説明、および特許請求の範囲から当業者に容易に明らかになるであろう。
【実施例】
【００１６】
　図１は、本発明の実施例による動的データ通知システム１０を例示するブロック図であ
る。動的データ通知システム１０は、消費者２０と、ポータブル消費者デバイス３０と、
取引先（マーチャント）４０と、アクワイアラー５０と、支払い処理ネットワーク６０と
、イシュアー７０と、通知デバイス８０と、アグリゲータ９０と、登録および通知モジュ
ール１００と、コンピュータ１９０とを含む。１の消費者２０と、１のポータブル・デバ
イス３０と、１の取引先４０と、１のアクワイアラー５０と、１のイシュアー７０と、１
の通知デバイス８０と、１のコンピュータ１９０とが示されているが、これらのエンティ
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ティ（構成要素または構成機関）の任意のものが、動的データ通知システム１０内に任意
の適切な数だけ存在し得る。
【００１７】
　動的データ通知システム１０は、ポータブル消費者デバイス３０と動作通信する消費者
２０を含む。動的データ通知システム１０はまた、ポータブル消費者デバイス３０と対話
するためのアクセス・デバイス４２を有する取引先４０と、取引先４０に関連付けられた
アクワイアラー５０とを含む。アクワイアラー５０は支払い処理ネットワーク６０を介し
てイシュアー７０と通信する。
【００１８】
　動的データ通知システム１０はまた、通知を消費者２０に表示するため、および通知を
求める要求または命令を消費者２０から受け取るために、消費者２０と動作通信する通知
デバイス８０を含む。通知デバイス８０はまた、通知を求める要求を消費者２０から受け
るために、ポータブル消費者デバイス３０とも通信する。
【００１９】
　動的データ通知システム１０はまた、通知を処理するための登録および通知モジュール
１００と、登録および通知モジュール１００から通知を収集して、通知デバイス８０に転
送するためのアグリゲータ９０とを含む。動的データ通知システム１０はまた、登録通知
モジュール１００および消費者２０と通信するコンピュータ１９０を含む。消費者はコン
ピュータ１９０を使用して通知を受信すること、および通知に登録することができる。動
的データ通知システム１０はまた支払い処理ネットワーク６０を含み、支払い処理ネット
ワーク６０は、登録および通知モジュール１００、アクワイアラー５０、およびイシュア
ー７０と通信する。
【００２０】
　消費者２０は、商品またはサービスを購入する個人または事業者などの組織であり、あ
るいは取引先４０と任意の適切な取引を行い得る個人または事業者などの組織である。
【００２１】
　ポータブル消費者デバイス３０は、取引先４０と取引を行うことを可能にする任意の適
切なデバイスである。ポータブル消費者デバイス３０は、任意の適切な形態であってよい
。例えば適切なポータブル消費者デバイス３０は、消費者の財布および／またはポケット
に入れられるような、手で持てる小型のものであってもよい（例えばポケットサイズ）。
デバイス３０は、スマート・カード、磁気ストライプ・カード、キーホルダー・デバイス
（エクソンモービルコーポレーション（Ｅｘｘｏｎ－Ｍｏｂｉｌ　Ｃｏｒｐ．）から市販
されているスピードパス（商標）（Ｓｐｅｅｄｐａｓｓ（商標））など）を含むことがあ
る。ポータブル消費者デバイス３０の他の例は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ペ
ージャ、ペイメント・カード、セキュリティ・カード、アクセス・カード、スマート・メ
ディア、トランスポンダなどを含む。幾つかの場合には、ポータブル消費者デバイス３０
は、銀行口座などの消費者２０の口座と関連付けられることがある。
【００２２】
　例示した実施例では、ポータブル消費者デバイス３０は、ワイヤレス信号を送信するた
めの非接触送信機３２と、処理装置３４と、コンピュータ可読媒体（ＣＲＭ）３６とを含
む。ポータブル消費者デバイス３０のこれらの要素は互いに通信する。処理装置３４（例
えばマイクロプロセッサ）がポータブル消費者デバイス３０の機能を処理する。
【００２３】
　非接触送信機３２は、ポータブル消費者デバイス３０にあるメモリ（例えばＣＲＭ３６
）に格納された情報を有するワイヤレス信号を通知デバイス８０に送信するための任意の
適切なデバイスである。非接触送信機３２は、ポータブル消費者デバイス３０から通知デ
バイス８２にある非接触受信機８２に情報を送信するために、近距離通信（ＮＦＣ）機能
を使用して信号を伝送する。典型的には、ＮＦＣ機能は、標準プロトコルまたはデータ転
送機構（例えばＩＳＯ１４４４３／ＮＦＣ）に従う。ＮＦＣ機能の幾つかの例は、無線周
波数識別（ＲＦＩＤ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）、赤外線、および他の適切な通信機
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能である。他の実施例では、非接触送信機３２は、インターフェース（図示せず）によっ
てセルラ・ネットワークを介して情報を伝送する。インターフェースは、セルラ・ネット
ワーク（図示せず）と非接触送信機３２との間でのデータの交換を可能にする機能を行う
。
【００２４】
　ＣＲＭ３６は、ポータブル消費者デバイス３０の本体にあってもよい。本体は、プラス
チック基板、ハウジング、または他の構造の形態であってもよい。ＣＲＭ３６はデータを
格納するメモリであってもよく、任意の適切な形態であってもよい。例示的なＣＲＭ３６
は、磁気ストライプ、メモリ・チップなどを含む任意の適切な形態であってもよい。カー
ドの形態である場合、ポータブル消費者デバイス３０は、ＰＡＮ（会員番号）をエンボス
加工で刻印されたエンボス領域（ＥＲ）を有することがある。ＣＲＭ３６は、ＰＡＮ、な
らびにＰＩＮデータなどの他のデータを電子的に格納していてもよい。
【００２５】
　取引先４０は、消費者２０と取引を行う任意の適切な１つまたは複数のエンティティで
ある。取引先４０は、取引を行うために任意の適切な方法を使用することがある。例えば
取引先４０は、インターネットを介して取引先４０が取引を行うことができるようにする
ｅコマース・ビジネスを使用することがある。取引先４０の他の例は、デパートメント・
ストア、ガソリン・スタンド、薬局、食料雑貨店、または他の適切な事業者を含む。
【００２６】
　アクセス・デバイス４２は、取引先４０と通信するため、およびポータブル消費者デバ
イス３０と相互作用するための任意の適切なデバイスであってよい。アクセス・デバイス
４２は、取引先４０と同じ場所など、任意の適切な場所にあってよい。アクセス・デバイ
ス４２は任意の適切な形態であってよい。アクセス・デバイス４２の幾つかの例は、ＰＯ
Ｓデバイス、携帯電話、ＰＤＡ、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、タブレットＰＣ、
ハンドヘルド特化リーダ、セットトップ・ボックス、電子式金銭登録機（ＥＣＲ）、現金
自動預払機（ＡＴＭ）、バーチャル金銭登録機（ＶＣＲ）、キオスク、セキュリティ・シ
ステム、アクセス・システム、ウェブサイトなどを含む。アクセス・デバイス４２は、ポ
ータブル消費者デバイス３０とデータを送受信するために、任意の適切な接触または非接
触操作モードを使用することができる。
【００２７】
　アクセス・デバイス４２がＰＯＳ端末である場合、任意の適切なＰＯＳ端末が使用され
てよく、これは、リーダ、処理装置、およびコンピュータ可読媒体を含むことがある。リ
ーダは、任意の適切な接触または非接触操作モードを含むことがある。例えば、例示的な
カード・リーダは、ポータブル消費者デバイス３０と相互作用するために、無線周波数（
ＲＦ）アンテナ、光スキャナ、バーコード・リーダ、磁気ストライプ・リーダなどを含む
ことがある。
【００２８】
　アクワイアラー５０は、取引先４０と信用取引がある任意の適切なエンティティである
。幾つかの実施例では、イシュアー７０がアクワイアラー５０であってもよい。
【００２９】
　イシュアー７０は、消費者２０用のポータブル消費者デバイス３０と関連付けられた口
座を開設して維持することができる任意の適切なエンティティである。イシュアーの幾つ
かの例は、銀行、小売店などのビジネス・エンティティ、または政府機関でありえる。ま
た多くの場合に、イシュアー７０は、口座と関連付けられたポータブル消費者デバイス３
０を消費者２０に発行することもある。
【００３０】
　支払い処理ネットワーク６０は、ポータブル消費者デバイス３０と関連付けられた口座
に関係する情報を有する適切なエンティティのネットワークである。この情報は、プロフ
ィール情報、動的データ、および他の適切な情報など、ポータブル消費者デバイス３０の
口座に関連付けられたデータを含む。動的データは、ポータブル消費者デバイス３０を使
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用して行われた取引を反映するように更新される任意の適切な情報である。
【００３１】
　例示した実施例には示されていないが、支払い処理ネットワーク６０は、サーバ・コン
ピュータを所有または操作することがあり、またデータベースを含むことがある。データ
ベースは、情報を格納するためおよび情報の検索を容易にするための任意のハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、または前述のものの組合せを含むことがある。またデ
ータベースは、情報を格納するためおよび情報の取り出しを容易にするために、様々なデ
ータ構造、構成、およびコンパイルの任意のものを使用することができる。サーバ・コン
ピュータは、データベースに結合されることがあり、１つまたは複数のクライアント・コ
ンピュータからの要求に対応するための任意のハードウェア、ソフトウェア、他の論理、
または前述のものの組合せを含むことがある。サーバ・コンピュータは、１つまたは複数
のクライアント・コンピュータからの要求に対応するための様々な計算構造、構成、およ
びコンパイルの任意のものを使用することがある。一実施例では、サーバ・コンピュータ
は高性能コンピュータまたはコンピュータ・クラスタであってよい。例えばサーバ・コン
ピュータは、大きなメインフレーム、ミニコンピュータ・クラスタ、またはユニットとし
て機能するサーバのグループであってよい。一実施例では、サーバ・コンピュータは、ウ
ェブ・サーバに結合されたデータベース・サーバであってよい。サーバ・コンピュータは
、１つまたは複数のクライアント・コンピュータの要求に対応する。
【００３２】
　支払い処理ネットワーク６０は、認証サービス、例外ファイル・サービス、ならびに清
算および決済サービスをサポートして引き渡すために使用されるデータ処理サブシステム
と、ネットワークと、演算（オペレーション）とを含むことがある。例示的な支払い処理
ネットワーク６０は、ＶｉｓａＮｅｔ（商標）を含むことがある。ＶｉｓａＮｅｔ（商標
）を含むネットワークは、クレジット・カード取引、デビット・カード取引、または他の
タイプの商取引を処理することができる。ＶｉｓａＮｅｔ（商標）は、特に、認証要求を
処理するＶＩＰシステム（Ｖｉｓａ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｐａｙｍｅｎｔｓ　ｓｙｓ
ｔｅｍ）と、清算および決済サービスを実施するＢａｓｅＩＩシステムとを含む。支払い
処理ネットワーク６０は、インターネットを含む任意の適切な有線または無線ネットワー
クを使用することができる。
【００３３】
　通知デバイス８０は、通知を受信するため、および通知を消費者２０に提供するための
任意の適切なデバイスである。通知は、通知デバイス８０での消費者２０への動的データ
の情報伝達を意味する。通知は、任意の適切な形態であってよく、任意の適切な方法によ
って引き渡されることがある。通知の幾つかの例は、電話呼出、音声メッセージ、音声メ
ール・メッセージ、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージ、例えばテキ
スト・メッセージ、インスタント・メッセージング（ＩＭ）メッセージ、または電子メー
ル・メッセージ、あるいは定期的に更新されるデバイス上の表示を含む。通知の例示的な
実施例はリアルタイム残高更新である。リアルタイム残高更新は、最新の取引が計上され
た後に、ポータブル消費者デバイス３０で利用可能な資金（残高）を消費者２０に通知す
る通信である。通知の別の実施例は、最新の取引後の償還に利用可能なリワードポイント
を消費者２０に通知するための通信であるリアルタイム・リワードポイント情報更新であ
る。
【００３４】
　動的データは、動的データの通知がトリガされる時間中になされたポータブル消費者デ
バイス３０での全ての取引を反映した任意の適切な情報である。動的データは、消費者２
０と関連付けられたポータブル消費者デバイス３０と関連付けられた口座に関係する。例
えば動的データは、クレジット・カード口座残高、クーポン口座残高、ポイント残高、当
座預金口座残高、普通預金口座残高、投資口座残高、証券取引口座残高、および他の適切
な口座残高などの口座残高であってよい。
【００３５】
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　通知デバイス８０は、任意の適切な形態であってよい。例えば適切な通知デバイス８０
は、消費者の財布および／またはポケットに入れられるような、手で持てる小型のもので
あってよい（例えばポケットサイズ）。通知デバイス８０の幾つかの実施例は、デスクト
ップまたはラップトップ・コンピュータ、携帯電話（例えば図３に示される）、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、ページャ、ペイメント・カード、セキュリティ・カード、アクセス・カ
ード、スマート・メディア、トランスポンダなどを含む。幾つかの実施例では、通知デバ
イス８０とポータブル消費者デバイス３０とが同じデバイス内で具現化される。
【００３６】
　通知デバイス８０は、ワイヤレス信号を受信するための非接触受信機８２と、受信機８
２に結合された処理装置８４と、処理装置８４に結合されたコンピュータ可読媒体（ＣＲ
Ｍ）３６とを含む。また、図示されていないが、通知デバイス８０は、処理装置８４に結
合された１つまたは複数の入力デバイス（例えばキーパッド）または出力デバイス（例え
ば表示装置、拡声器）を含むこともある。非接触受信機８２は、ワイヤレス信号を受信す
るための任意の適切なデバイスである。信号は、任意の適切な方法によって（例えばＮＦ
Ｃ機能を使用して）、非接触受信機８２によって受信される。一実施例では、非接触受信
機８２は、ポータブル消費者デバイス３０の非接触送信機３２から、通知を求める要求を
有するワイヤレス信号を受信する。別の実施例では、非接触受信機８２は、セルラ・ネッ
トワークを介してアグリゲータ９０から（１つまたは複数の）通知を有するワイヤレス信
号を受信する。処理装置８４（例えばマイクロプロセッサ）は、通知デバイス８０の機能
を処理する。ＣＲＭ８６は、通知を求める要求を処理するため、通知を受信するため、お
よび通知を消費者２０に提供するためのコードを有する。通知を消費者２０に提供するた
めのコードの一例は、動的データを含む通知を出力デバイスに表示するためのコードを含
む。
【００３７】
　消費者２０は、通知を受信するため、および／または通知の受信をプログラムに登録す
るためにコンピュータ１９０を使用する。コンピュータ１９０は、デスクトップ・コンピ
ュータ、ラップトップ・コンピュータ、携帯電話または移動電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、または他の適切なデバイスであってよい。
【００３８】
　登録および通知モジュール１００は、通知登録サーバ１０５と、通知登録アプリケーシ
ョン・サーバ１１０と、データベース・サーバ１２０と、通知データベース１３０と、動
的残高モジュール１６０および動的ポイントモジュール１７０を有する通知サーバ１５０
と、ゲートウェイ１４０とを有する。通知登録サーバ１０５は、通知登録アプリケーショ
ン・サーバ１１０と通信し、通知登録アプリケーション・サーバ１１０は、通知データベ
ース１３０に情報を格納するためおよび通知データベース１３０から情報を検索するため
のデータベース・サーバ１２０と通信する。またデータベース・サーバ１２０は、通知サ
ーバ１５０とも通信する。また通知サーバ１５０は、ゲートウェイ１４０、動的残高モジ
ュール１６０、および動的ポイントモジュール１７０とも通信する。登録および通知モジ
ュール１００は、イシュアー７０から離れているものとして図示されているが、幾つかの
実施例では、イシュアー７０の傍にあってもよい。これらの実施例では、イシュアー７０
が、通知デバイス８０に送信される通知を処理する。
【００３９】
　通知登録サーバ１０５は、コンピュータ１９０を介して消費者２０から登録情報を受信
し、その登録情報を通知登録アプリケーション・サーバ１１０に送信するデバイスである
。通知登録アプリケーション・サーバ１１０は、通知登録サーバ１０５を介して消費者２
０から、またはイシュアー７０から登録情報を受信し、その登録情報を通知データベース
１３０に格納することができる。通知データベース１３０は、新規の登録情報または更新
された登録情報、および他の口座情報を受信して格納することができる。
【００４０】
　登録情報は、通知をトリガするために生じなければならない事項と、通知において消費
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者２０が受信したい動的データのタイプとを記述したトリガ情報を含む。消費者２０は、
通知を受信するようにプログラムに登録するときにトリガ情報を定義することができる。
【００４１】
　幾つかの場合には、通知は、消費者２０または別の適切なエンティティによってなされ
た操作によってトリガされる。例えば消費者２０または取引先４０がアクセス・デバイス
４２でポータブル消費者デバイス３０を使用することによって通知がトリガされることが
ある。別の実施例では、ポータブル消費者デバイス３０、通知デバイス８０、コンピュー
タ１９０、または他の適切なデバイスを使用して、通知を求める要求を消費者２０が送信
することによって通知がトリガされることがある。さらに別の実施例では、通知を求める
要求を有する信号がポータブル消費者デバイス３０の非接触送信機３２から通知デバイス
８０の非接触受信機８２に伝送されるようにポータブル消費者デバイス３０を通知デバイ
ス８０の近くに置くことによって、通知がトリガされることがある。別の実施例では、ポ
ータブル消費者デバイス３０と関連付けられた口座での取引の完了によって通知がトリガ
されることがある。他の場合には、消費者２０によって定義された期間の終了によって、
定期的な通知がトリガされることがある。期間の例は、１週間、１日、および１時間を含
む。例えば消費者２０が１日の期間を選択した場合、毎日の通知が通知デバイス８０に送
信される。典型的には、毎日の通知は、毎日ほぼ同じ時刻に送信される。
【００４２】
　通知サーバ１５０は、動的残高を有する通知を処理するための動的残高モジュール１６
０と、動的リワードポイント情報を有する通知を処理するための動的リワードポイントモ
ジュール１７０とを含む。
【００４３】
　通知サーバ１５０は、動的データを有する通知を処理し、ゲートウェイ１４０を介して
アグリゲータ９０に通知を送信する。動的データが動的残高である場合、動的残高モジュ
ール１６０が通知を処理する。動的データが動的リワードポイントである場合、動的リワ
ードポイントモジュール１７０が通知を処理する。ゲートウェイ１４０は、登録および通
知モジュール１００で使用されるプロトコルまたはフォーマットから、アグリゲータ９０
で使用されるプロトコルまたはフォーマットに情報を変換する任意の適切なデバイスであ
る。アグリゲータ９０は、通知を受信し、通知を収集し、消費者２０用の通知デバイス８
０に通知を伝送する任意の適切なエンティティまたはデバイスである。幾つかの場合には
、アグリゲータ９０は携帯電話会社であってよい。
【００４４】
　通知サーバ１５０は、動的データを有する通知を送信するようにトリガされ、通知を処
理する。通知サーバ１５０は、データベース・サーバ１２０を使用して、トリガ情報を有
する登録情報を通知データベース１３０から読み出す。通知サーバ１５０は、トリガ情報
に基づいてトリガされた通知を受信するように消費者２０が登録されていることを確認す
る。通知サーバ１５０は、イシュアー７０または他の適切なエンティティから動的データ
を読み出し、動的データを有する通知を、ゲートウェイ１４０を介してアグリゲータ９０
に送信する。アグリゲータ９０は登録情報に従って通知を収集し、通知デバイス８０に通
知を転送する。トリガされた通知が動的残高データと関連付けられている場合、動的残高
モジュール１６０が通知を処理する。トリガされた通知が動的リワードポイントデータと
関連付けられている場合、動的リワードポイントモジュール１７０が通知を処理する。
【００４５】
　１つの例示実施例では、消費者２０は、自分の通知デバイス８０（例えば携帯電話）で
テキストまたは音声メッセージの形態で通知を受信するように、コンピュータ１９０を使
用してプログラムに登録する。消費者２０は、自分のポータブル消費者デバイス３０（例
えばプリペイドまたはギフト・カード）と関連付けられた口座での動的残高を有する通知
を受信するように登録する。消費者２０は、ポータブル消費者デバイス３０がアクセス・
デバイス４２と相互作用する度に通知が送信されることを指定する。
【００４６】
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　典型的な支払い取引では、消費者２０は、取引先４０から商品またはサービスを購入す
るために、アクセス・デバイス４２でポータブル消費者デバイス３０を使用する。例えば
消費者は、玩具店にあるＰＯＳ（販売時点情報管理）端末を使用して、玩具店で２５ドル
のゲーム・カートリッジを買うために５０ドルのギフト・カードを使用することがある。
消費者は、ＰＯＳ端末のスロットにギフト・カードを通すことができ、ＰＯＳ端末は、ギ
フト・カードから、口座番号を含むデータを読むことができる。
【００４７】
　次いで認証要求メッセージがアクワイアラー５０に転送され、アクワイアラー５０は支
払い処理ネットワーク６０を介してイシュアー７０にメッセージを転送する。アクセス・
デバイス４２でのポータブル消費者デバイス３０の使用が、通知を送信するように通知サ
ーバ１５０をトリガする。
【００４８】
　イシュアー７０は、取引を認証するか否か決定する。取引は十分な資金がある場合に認
証されることがあり、資金が不十分である場合には拒否されることがある。次いで認証応
答メッセージが支払い処理ネットワーク６０を介してアクワイアラー５０に送り返され、
アクワイアラー５０はそのメッセージを取引先４０に転送する。一日の最後に、支払い処
理ネットワーク６０によって、通常の清算および決済プロセスを行うことができる。清算
プロセスは、消費者の口座への転記および消費者の決済ポジションの勘定調整を容易にす
るために、アクワイアラーとイシュアーとの間で財務明細を交換するプロセスである。
【００４９】
　この実施例では、トリガされた通知が動的残高と関連付けられており、動的残高モジュ
ール１６０が通知を処理する。動的残高モジュール１６０は、消費者がポータブル消費者
デバイス３０を使用したとき、通知を送信するようにトリガされる。例えば動的残高モジ
ュール１６０は、前述した登記されたギフト・カードが２５ドルのゲーム・カートリッジ
を購入するために使用されたという情報を受信することがある。
【００５０】
　動的残高モジュール１６０は、データベース・サーバ１２０を使用して、トリガ情報を
有する登録情報を通知データベース１３０から読み出す。動的残高モジュール１６０は、
トリガ情報を使用して、トリガされた通知を受信することを消費者２０が望んでいること
を確認する。また動的残高モジュール１６０は、トリガされた通知をテキスト・メッセー
ジの形態で受信することを消費者２０が望んでいることもトリガ情報から確かめる。動的
残高モジュール１６０は、ポータブル消費者デバイス３０と関連付けられた口座での動的
残高を読み出す。例えばモジュール１６０は、ギフト・カードの残高が２５ドルであると
確かめることがある。動的残高は、通知をトリガしたポータブル消費者デバイス３０を使
用する操作と関連付けられた取引を含む、認証された最新の取引を反映する。動的残高モ
ジュール１６０は、動的残高を有するテキスト・メッセージを通知デバイス８０に送信す
る。例えばテキスト・メッセージは、２５ドルのゲーム・カートリッジを購入した後にギ
フト・カードが現在２５ドルの残高を有することを示すことがある。通知デバイス８０は
、テキスト・メッセージを消費者１０に提供する。例えば消費者の電話が、ギフト・カー
ドと関連付けられた２５ドルの残高と口座番号とを表示することがある。その後消費者２
０はポータブル消費者デバイス３０にいくらの金が残っているかを確かめる際に後で使用
するために、この情報を通知デバイス８０に格納することもできる。
【００５１】
　本開示の範囲から逸脱することなく、動的データ通知システム１０に関して修正、追加
、または省略することができる。動的データ通知システム１０の構成要素は、特定の必要
に応じて統合または分離されることがある。さらに、動的データ通知システム１０の操作
は、より多数の、より少数の、または他のシステム・モジュールによって行われることが
ある。さらに、動的データ通知システム１０の操作は、ソフトウェア、ハードウェア、他
の論理、または前述のものの任意の適切な組合せを有する任意の適切な論理を使用して行
われることがある。
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【００５２】
　図２は、本発明の一実施例による、動的データ通知を提供する方法を例示する流れ図で
ある。
【００５３】
　消費者２０は、自分のポータブル消費者デバイス３０で通知を受信するようにコンピュ
ータ１９０を使用してプログラムに登録する（ステップ２００）。コンピュータ１９０は
、消費者２０から通知登録サーバ１０５に登録情報を送信する。通知登録サーバ１５０は
、登録情報を通知登録アプリケーション・サーバ１１０に送信する。通知登録アプリケー
ション・サーバ１１０は、登録情報をデータベース・サーバ１２０に送信して、その登録
情報を通知データベース１３０に格納する。
【００５４】
　通知がトリガされる（ステップ２１０）。通知サーバ１５０は、通知がトリガされたこ
とを検出する。消費者２０または他の適切なエンティティが通知をトリガする。
【００５５】
　一実施例では、アクセス・デバイス４２でポータブル消費者デバイス３０を使用するこ
とによって、消費者２０または他の適切なエンティティが通知をトリガする。幾つかの場
合には、取引が認証されて完了された場合にのみ、通知がトリガされる。ポータブル消費
者デバイス３０が使用されたとき、通知がトリガされたことを示す情報がアクセス・デバ
イス４２からアクワイアラー５０に送信され、アクワイアラー５０はその通知を支払い処
理ネットワーク６０を介して通知サーバ１５０に転送する。
【００５６】
　別の実施例では、消費者２０は、通知デバイス８０またはコンピュータ１９０で通知を
要求することによって通知をトリガし、通知デバイス８０またはコンピュータ１９０が、
通知を求める要求を通知サーバ１５０に転送する。例えば消費者２０は、自分の携帯電話
にあるプログラムされたボタンを選択することによって通知を要求することがある。携帯
電話は、要求を通知サーバ１５０に送信する。
【００５７】
　別の実施例では、消費者２０は、通知デバイス８０の隣にポータブル消費者デバイス３
０を置くことによって通知をトリガする。通知を求める要求を有する信号が、ポータブル
消費者デバイス３０にある非接触送信機３２から放出され、通知デバイス８０にある非接
触受信機８２によって受信される。通知デバイス８０は、要求を通知サーバ１５０に転送
する。
【００５８】
　さらに別の実施例では、通知は、通知サーバ１５０によって自動で定期的にトリガされ
る。典型的には、期間の最後に通知がトリガされるが、その期間の任意の時点を使用する
ことができる。消費者２０は、毎日、毎時、または毎週などの期間を選択する。例えば消
費者２０は、午前１２時に送信される毎日の通知を選択することができる。
【００５９】
　１つの例示実施例では、消費者２０は、自分の通知デバイス８０、例えば携帯電話で電
子メール・メッセージの形態で通知を受信するように、コンピュータ１９０を使用してプ
ログラムに登録する。消費者２０は、自分のポータブル消費者デバイス３０、例えばプリ
ペイド・カードにおける口座での動的残高を有する通知を受信するように登録する。消費
者２０は、ポータブル消費者デバイス３０がアクセス・デバイス４２と相互作用する度に
通知が送信されることを指定する。
【００６０】
　通知サーバ１５０は、データベース・サーバ１２０を使用して、通知データベース１３
０から読み出された登録情報を読み出す（ステップ２２０）。登録情報が、ポータブル消
費者デバイス３０の口座と関連付けられる。消費者２０が通知を要求した実施例では、通
知サーバ１５０は、登録情報を読み出すステップ、および通知のための登録をチェックす
るステップ（ステップ２２０および２３０）をスキップして、動的データを読み出すステ
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ップ（ステップ２４０）に進むことがある。
【００６１】
　通知サーバ１５０は、登録情報の中のトリガ情報を分析して、トリガされた通知を受信
するように消費者２０が登録されているかどうかを確かめる（ステップ２３０）。消費者
２０が通知のために登録されていない場合、方法が終了し（ステップ２７０）、通知は消
費者２０に送信されない。
【００６２】
　消費者２０が通知を受信するように登録されている場合、通知サーバ１５０は、動的デ
ータを読み出す（ステップ２４０）。通知サーバ１５０は、動的データを有する通知を発
生し、ゲートウェイ１４０を介してアグリゲータ９０に通知を送信する。アグリゲータ９
０は、通知を、消費者２０に引き渡すための通知デバイス１６０に転送する（ステップ２
５０）。通知デバイス８０が、消費者２０に通知を提供する（ステップ２６０）。
【００６３】
　一実施例では、通知は、通知デバイス８０の画面上で消費者２０に示されることがある
。通知の表示は、消費者２０が表示装置をオフにするまで画面または他の適切な表示装置
に表示されるテキスト・メッセージであってよい。他の場合には、通知は、所定の時間だ
け表示されることもある。
【００６４】
　別の実施例では、通知は、消費者２０への音声メッセージまたは音声メール・メッセー
ジの形態で消費者に送信されることがある。例えば通知は、通知デバイス２０に送信され
る自動音声アナウンスであってよい。
【００６５】
　通知を提供した後、方法が終了する（ステップ２７０）。本開示の範囲から逸脱するこ
となく、修正、追加、または省略することができる。この方法は、より多数の、より少数
の、または他のステップを含むことがある。さらに、ステップは、本開示の範囲から逸脱
することなく、任意の適切な順序で行われることがある。
【００６６】
　図３は、本発明の一実施例によるリアルタイム残高更新を表示する携帯電話の概略図で
ある。通知デバイス８０は、動的データを有する通知などの情報を表示するための表示装
置３２０と、通知を求める要求などの情報を入力するためのボタン３３０と、消費者２０
に音声信号を送信するための拡声器（図示せず）と、消費者２０から音声信号を受信する
ためのマイクロフォン（図示せず）とを含む。
【００６７】
　表示装置３２０は、更新された動的データの通知を消費者２０に表示するための動的デ
ータ表示装置３２２を含む。例示した実施例では、動的データ表示装置３２２は、ポータ
ブル消費者デバイス３０と関連付する口座でのリアルタイム残高更新を示している。動的
データは、任意の適切な時点で更新することができる。動的データが更新される時点の幾
つかの例は、消費者が動的データを要求した時、消費者２０がポータブル消費者デバイス
３０を使用した時、または定期的な更新を含む。
【００６８】
　ボタン３３０は、リアルタイム残高更新を要求するための残高要求ボタン３３４と、リ
アルタイム・リワードポイント情報更新を要求するためのリワードポイント要求ボタン３
３６とを含む。また表示装置３２０は、残高要求ボタン３３４の選択がリアルタイム残高
更新を要求したことを示す残高要求ボタン・インジケータ３２４を含む。また表示装置３
２０は、リワードポイント要求ボタン３３６の選択がリアルタイム・リワードポイント情
報更新を要求したことを示すリワードポイント要求ボタン・インジケータ３２６を含む。
【００６９】
　操作の際、消費者２０は、動的データ表示装置３２２上にリアルタイム残高更新を表示
するために、残高要求ボタン３３４を選択する。要求は、通知サーバ１５０に転送される
。通知サーバ１５０は、支払い処理ネットワーク６０を介して、イシュアー７０または他
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イム残高更新を通知デバイス８０に送信し、通知デバイス８０が、更新を消費者２０に表
示する。
【００７０】
　本開示の範囲から逸脱することなく、通知デバイス８０に修正、追加、または省略を行
うことができる。例えば通知デバイス８０とポータブル消費者デバイス３０とが同じデバ
イスに統合されることがある。また通知デバイス８０の構成要素は、特定の必要に応じて
統合または分離されることがある。さらに、通知デバイス８０の操作は、より多数の、よ
り少数の、または他のモジュールによって行われることがある。さらに、通知デバイス８
０の操作は、ソフトウェア、ハードウェア、他の論理、または前述したものの任意の適切
な組合せを有する任意の適切な論理を使用して行われることがある。
【００７１】
　上述した本発明の開示は、モジュール式または一体式にコンピュータ・ソフトウェアを
使用して、制御論理の形態で実装することができることを理解すべきである。本明細書で
提供される開示および教示に基づいて、当業者は、ハードウェア、およびハードウェアと
ソフトウェアとの組合せを使用して本発明の開示を実装するための他の手法および／また
は方法も理解および把握されよう。
【００７２】
　本出願で説明したソフトウェア構成要素または機能の任意のものが、例えば従来技法ま
たはオブジェクト指向技法を使用して、例えばＪａｖａ（登録商標）、Ｃ＋＋、またはＰ
ｅｒｌなど任意の適切なコンピュータ言語を使用して処理装置によって実行され得るソフ
トウェア・コードとして実装されることがある。ソフトウェア・コードは、一連の命令ま
たはコマンドとして、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、リード・オンリー・メモ
リ（ＲＯＭ）、ハードドライブもしくはフロッピー（登録商標）・ディスクなどの磁気媒
体、またはＣＤ－ＲＯＭなどの光媒体など、コンピュータ可読媒体に格納されることがあ
る。任意のそのようなコンピュータ可読媒体は、単一の計算装置に常駐または内在してい
てもよく、システムまたはネットワーク内部の様々な計算装置に存在または内在していて
もよい。
【００７３】
　単数形表記は、そうでないことが特に示されない限り、「１つまたは複数」を意味する
ものとする。
【００７４】
　上述の説明は、例示的なものであり、限定的なものではない。本開示を検討すれば、本
開示の多くの変形形態が当業者に明らかであろう。したがって、本開示の範囲は、上述の
説明を参照して決定されるべきでなく、添付の特許請求の範囲、およびそれらの全範囲ま
たは同等箇所を参照して決定されるべきである。
【００７５】
　本開示の範囲から逸脱することなく、任意の実施例からの１つまたは複数の構成が、任
意の他の実施例の１つまたは複数の構成と組み合わされることもある。
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